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Report (1961年発表〕に沿って.(1)地域研究 AreaStudiesの Centreづくり， (2)専門
研究者養成を重点に体制が 層整備きれた。既存の Durham，SOAS， Oxford， Cum 
bridge等での機関の拡充とともに 1962年以降に She匝eld(日本)Leeds (中国〕
Hull (東南アジア)Cambridge (南アジア)Sussex (アフりカ・アジア〕に地域研究の
Centreが新設された。 これらの研究機関は大学に集中しているが，学外にアこいしても
聞かれており，成人教育にも力を注いでいることは特記さるべきである。
大学以外では， Royal Inslilute of InternatIonal Affairsが伝統をもち，秀れたスタ
ッフと良い蔵書を有している。 ComrnonwealthInstituteは専ら啓蒙的な仕事を行って
いるようである。
次ぎに図書蒐集では BritishLibrary， Chatham House (R. 1ーの図書部)， Royal 
Commonwealth S仁cietyが充実しており，文書類では， Pub1ic Record 0伍ce，Foreign 
and Commonwealth Library， ，British Library of Political and Economic Science 
(London School of Econnm四 Jが利用しうるが，何Icいっても，外国人研究者にと
(135) 135 
って1J!:利なのは SQASである。
おわりに，現在での突|司東洋研究についに付百すれば， 196C年以降の事態(スエズー以
東からの撤兵，石油危機など〕を反映して重点が中東・アフリカにおかれているのが特
色であるコさらに，全時期を通じての特徴ともいえるが，周到な計画と充分な資企に裏
付けbれ，集中的組織的に研究が進められ，若い研究者が次々と輩)1¥しているのは羨し
い由、ぎりである。
〈イナ〉 小野教授弔報?与されたものを，当日のメモをもとに鍛治}I¥堆がまとめました固
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